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リネン吸着法調査結果と風向の関係
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南相馬市が独自に10箇所でエアダスト測定（2015年より）
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福島第一原発より29km付近 福島第一原発より25km付近 福島第一原発より25km付近 福島第一原発より25km付近



南相馬市が独自に10箇所でエアダスト測定（2015年より）
広報みなみそうま「おしらせ版」6月号

福島第一原発より32km付近 福島第一原発より32km付近



まとめ
� 浪江町山林火災は1２日間にわたり燃え続け、自衛隊機延べ101機、自衛隊員延べ約2650人が出動した

過去最大規模の山林火災。現場は帰還困難区域であり高濃度に汚染した森林、落ち葉などが12日間にわ
たり燃え続けた。

� 山林火災での放射能拡散は大気中粉塵の放射能を測定しなければ評価できない。空間線量率ではその影響
は評価できない。

� 我々の実施したリネン吸着法調査、エアダストサンプラ調査によれば、放射能の拡散は広範囲に及び、少
なくとも北側17kmの南相馬市原町区、西側14kmの田村市都路や葛尾村まで到達した。更に広範囲に広
がったと推定できる。

� 石熊公民館のエアダストサンプラ (29.1mBq/㎥) 、三つ森山入り口のリネン（125mBq/m2･h)など局� 石熊公民館のエアダストサンプラ (29.1mBq/㎥) 、三つ森山入り口のリネン（125mBq/m2･h)など局
所的に極めて高濃度が検出された。放射能再拡散はプルーム状（放射能雲）に流れ、一様に希釈されるわ
けではないことを示している。風向、地形などの影響により、局所的に極めて高濃度な放射能が滞留する
可能性がある。また場合によってはそれを人が吸い込んだ可能性も考えられる。火災現場や上空はこれら
よりも数桁高い値になったことが推定される。

� 国や福島県をはじめとする自治体は、今回の火災をふまえ、汚染地域での山林火災防止策、延焼拡大防止
策、避難基準などを早急に確立すべきである。

� 内部被ばくや放射能再拡散が問題である。国や自治体は、山林火災をはじめ環境中の放射能汚染実態の評
価において、大気中粉塵の放射能汚染濃度の監視を強化すべきである。

� リネン吸着法による平常時からの監視が重要である。



今後の課題

• 広範囲への放射能二次拡散のデータを更に補強するため、山林
火災鎮火後のリネン吸着法データを継続して収集中。今後、そ
のデータを含めて分析する。

• 関連市町村、福島県、環境省等へデータ提供と山林火災防止、
拡大防止、被ばく防護策立案の要求。フクイチからの事故によ
る二次拡散に備え、大気中粉塵の監視、被ばく防護策の立案要る二次拡散に備え、大気中粉塵の監視、被ばく防護策の立案要
求。

• 山林火災をはじめ、事故や災害などによる放射能二次拡散にそ
なえ、リネン吸着法による大気中粉塵監視を継続する。

• リネン吸着法とエアダストサンプラ測定の相関データ、リネン
吸着法の特性データを更に収集する。



ご清聴ありがとうございました。


